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る Li 量が同様であること、SEI の構成成分には、LiF や Li2CO3のような無機成分とポリエチレン
オキシドのような有機成分が含まれることを示している。また、充放電サイクル後のセパレータ













行しにくい。しかし、LiNi1/3Mn1/3Co1/3O2/Li4Ti5O12系リチウムイオン電池を構築し、これを 1.0 – 2.5 V
の間で作動させると、Li4Ti5O12負極上に数 nm の SEI が形成される。この SEI が黒鉛負極のように
十分に機能しないために、電池が劣化することを考え、人為的に SEI を Li4Ti5O12負極上で形成させ
ている。その結果、Li4Ti5O12負極上には、40 nm 以上の厚みをもつ SEI が形成されること、また、
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LiFやLi2CO3のような無機成分と有機溶媒由来の有機成分をこのSEIは含んでおり、これがLi4Ti5O12
負極上での副反応を抑制することを明らかにしている。さらに、この電池を 80 °C 下での長期耐久
性を評価した結果、3500 サイクル後においても 71.5%の、また、285 日間のフロート充電後におい
ても 73.6%もの高い容量維持率を示した。これにより、Li4Ti5O12 負極の高温寿命性能を向上させる
























（続紙 ２ ） 
 








ることを明確にし、また、SEI の成長速度は電池を使用している時間の 1/2 乗に比例することを
見出した。 
２．黒鉛粒子上に生成する SEI 成分を詳細に調べて、電極の位置による SEI 組成の違いを見出




















 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
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